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氏館跡の調査
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水走氏と館跡

水走氏は、河内「I]ーの窮として古来将．，：！ぎを机めた式内社枚岡神社の祠官を歴任し、中備には堪室領大江

御Iリ・［の長行として、また今日の東大阪・大束・八厖の各市域に及ぶ諸領・諸職を領有・支配した典型的な

なl.hl!l7'；と族として知ら iして Vヽる。

この水走氏の系請・地位・諸領語戦の所有形態毎については、現在東京都賎島区に在住されている水走

-）．f宏氏の所有されている『水走文：肉』によって知られる。この内、もっとも古い舟永 3年 (1184) 2月の

噂康、＇ぶ flJ恥1)、'父」によると、康、もの父：1刃ぶは、河内国河内郡有福名（現在の東大阪市水走）に 10 0町に

及ぶ土地を開発し、 ii翡筏経に本領の安拓を1頻って1柑束の御家人になったことが知られる。また、室町時代

に料写された十辿の文，いには、建長・正応・正中・正平・水徳・至徳の各年間、すなわち鎌倉時代から南

北朝時代を経て屯町時代に千．る水走家の財廂，，J．t;|}はが粛き 1-tiめられ、水走氏の所有した諸領・諾職とその11i.. 

移がわかり、これらの史利によって水走氏が畿内先進地偕における典刑的な中世土咲として活耀したこと

が1'．IJIり］してしヽ る。

ところで、この水心氏の館跡は、 『水走文書』のうち、建長 4年 (1252) 6月の「謙渡嫡男藤原、＇払屯 'i屋

散 If;．所職私領li」を見ると、当時水走氏の尾敷が河内hli五条にあり、収殿・廊・惣Pl•中門・土屋· lt•£腔

，介等を配；i’iしていたことが知られる。しかし、熙敷地内の建物陀散や而柏などについては知られず、現

在五条町に在住されている野l_l)浪正氏所蔵の村絵隠Iには「水走屋敷」と記された一雨iが記されており、また

明治 9年、五条村副戸長野口与太郎が提出した絵図には「枚岡1日神官水走春忠土地、四百五十五番字山田、

畑弐反壱畝六歩(636坪）」ともある。さらに、現在の東大阪市五条町1322番地には文化 8年 (1812)水走飛

騨守忠良によって建てられた水走家・一慕塔が残っており『水走文習：』にのせる五条屋敷の位管ならぴに以後

代々にわたる屋敷跡は周辺地域を含めた区城に広がっていることが考えられる。

水走氏館跡は、河内平野いいかえれば、水走氏の全所領を見わたすことの出来る罪l:|）く地ート部に位臨して

いる。 また西側には、当時の官道である束高野街追が通じており、北側には岡氏が歴代iliilJ'官を努めた式内

杜枚岡神社が5態iをしており要衝の位骰を占めていたことがわかる。

2.調査の経過

これまで、水走氏館跡については、全く逍椛、出土逍物については知られておらず、この様な中に周辺

部の宅地化か進んできたため、昭和48年度圃Iili・11祈，1tの補助を受け総額1,000,000円を充てて、屋敷跡の一

圃と見られる五条町1322番地（現状k[I]）に東西111m3 mのトレンチ 2本を設定し、辿構の確認に努めた。また

周辺区域では発掘調ft と合せて iード而等の汁i{•Il}作某を実施した。乱，il1t は、 7月20日より 9月 1Hまでの間の

約54日を 1tした。当初、広範問の調1tを予定していたが、土地所有者の了解を得られず、一部の調壺にと

どまざるを得なかった。調杏を行なった 1、レンチについては、土地所有者の要望もあり、床土以下、機械

による地固めを行ない 1日状に復した。

調介の結米、 ：Jf-I-・・の追構を検出するにとどまったか、中世以来、河内の土咲として全盛を誇った水走氏

館跡の存在を確，はすることが出来たのは大きなI戎来であった。

表紙カットは水走家墓塔、高さ 3.4mを計る石造五輪塔。東大阪市指定史跡

3 遣跡の状態

今回の調ftは、水走家硲塔の建つ土地に隣桜した五条町1322番地（志村治桓氏所有地）の畑地に限られ

たが、敷地の束西に 2本の南北 l、レンチを設け、出構の確認を行なうと共に周辺部のii'tii|｝を行なった。こ

の結果、束11IIlのA トレンチでは、床土下すぐに地11」となり、溝状辿構・方形落ち込み・池泉跡と思われる瑣

構を検出した。最も北で検出した遺構は、東11!1lii'」（Iiに桜した小）北枯＇：な池泉と見られるもので、深さ約 30cmを

測り、三角形に近いものとみられる。内部には、竹などの{j(i_物逍体が多いことが注意された。この逍梢に桜

した西側に長方形のピットを検出しているが、建物等に使用された礎石のぬけ跡であるのか不明である。

この池泉の西南からは、輻約60cmの溝がS字
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第 1図 水走氏館跡周辺測量図

形に南へ約 5m続いていて、方形落ち込みに接

純している。溝と池泉の交わる付近は 5~10cm 

大の石が付（；然と敷かれた状態にあふまた池泉

近くの溝底部には径．15Cmの松の樹皮のみが 2ヶ

所按して見られ、丸太材が溝内に打たれていた

ことがわかった。 方形落ち込みは、一辺 3m、

深さ45cmあり、内部は吠色枯土層をはさんで上

下 2層あり、下部からは建具材とみられる板や

さじ型木製品など 2・下駄載）『 1.漆雅・燈明

llilなどを検出した。上J習は陶器）ヤ等若干の姐物

が見られたのみである。

方形落ち込みより南は、約 6mにわたって平

担部が続き、 トレンチ南半部で、束から南へま

がりさらに西と南へ続く幅約80cm、深さ(i()crnの

溝を検出した。溝は途中で、一辺1.5mをillllる方

形のピットを持っており、特殊な役割を朱たし

ていたとみられる。

溝の内部には、松毬・ドングリ・建具材とみ

られる板・丸太等を若干検出している。 トレン

チ全般に亘って、摺鉢、茶椀等の陶器が目立ち、

他に屋瓦片・漆器残欠も注意された。これらの

逍構は小規模な庭園風の池泉設1il/iとみられる。

一方西側のBトレンチでは、水田への造成による上部樅乱が見られたが、これらの刈各地層を除去した結

果、 トレンチ南北に幅15cmの細い溝がわずかに残り、西側には径50cm大の礎石をうめる円形ピットが南北

に 3ヵ所検出した。ピットの間隔は約 3mあり、 10尺の柱間を持つ 2間以上の建物が存在していることを

確認した。 しかしピットは焼けた面に掘られているので、古い建物等焼失後の造成而に再建された建物で、

陶器片等から中世末期～近世初頭ごろの逍構とみられる。

なお、両トレンチ全般にわたり、近世末期にいたる陶器片が混在しており、部分的にピットなど確認し

たが、遺構は全〈削平されていることがわかった。

また周辺部の消掃の結果、敷地西側から北側の瀧面にかけて約35mの石垣が残っていることが判明し

た。西側の石垣は、垂直にtttまれ、石材もそろっているが、北西角附近から北側にかけての部分と西側石

垣上部 2段の石栢みは相当時期の下るものとみられ、石垣が少な〈とも 2時期以上に亘ることが注意され

た。また西側石垣は磁北に近く、東側の建物跡の方向とほぽ近いことが知られた。
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第 2図遺構実測図

今回の調査によって若干の遺物が出土した。と

くに敷地西側の崖面には、水田造成の削平による

近世の陶器片・瓦片・究永通宝等が散乱しており、

A・B両トレンチでも、同時期の遺物が混入した

状態にあったが、今回検出した逍溝内での出土逍

物は、これらより比較的時期の上る陶器・漆器木

製品・植物遺体・瓦破片がある。

これらは、中世後半～近世初期にかけてのもの

とみられるが、周辺部での採梨品やトレンチ内部

で、中世前半とみられる瓦片・瓦質土器の出土が

注意された。

今回出土した遣物は下記の通りである。

と〈に、今回検出した逍構はもっとも古いもの

で、中世後半期にしかのぽらないが、屋瓦の中に

は鎌倉時代のものが若干ある点注意された。

また、池泉の一部とみられる方形落ち込み内か

らは、燈明1II1.とともに、長さ 10.5cmのさじ形と小

判形の木製品等を検出し、周辺では、茶器とみら

れる陶器茶腕片の出土が目立った。陶器類では、

若干の高麗物 ・唐物がわずかに見られるが、ほと

んどは和物で、古牌津茶碗・八代焼茶碗・瀬戸茶

碗・志野向付四方皿の各破片が見られ、全体とし

て投族階級が所持する良品はなく、茶道に閾係す

る陶磁が多い。これらは、中世後半～近世前半に

かけてのものとみられる。

この様に、今回の調査では、最も遡る遺物としては、瓦片・瓦質土器（すりばち・火鉢）など鎌倉時代

とみられるものが含まれていたが、迫構に伴う遺物及ぴ、これに混入する遺物は、中世後半～近世にかけ

てのものである。 なお、陶器片については磯野氏のご教示を得た。
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第 3図木 製 品
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4.出土遺物

時］i、ピ類、 陶磁器類 瓦 類 木 製 品 自然遺物 そ の 他

中世前半 瓦質土器片 平瓦片
• 9 

中世後半 土 釜 破 片 さじ形木製品他 ド ン グ I) 漆 器 愁：

I 燈明皿・茶碗類 平瓦片 下駄破片、 松 毬
近世前半 瓦 ff土器片 建具用材 竹

す り ばち 平 瓦 漆器残欠
近世後半 茶 碗 類 軒平瓦片 力~ ん ざ し

鉢 究永通宝
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第4図出土遺物

水走氏は、 『水走文書』に見られるように、中世以来大江御厨をはじめとする

広大な所領・所職を領有・支配した典型的な河内の土’点として位附づけられてい

る。同氏の屋敷跡は、 『水走文書』建長 4年 (1252) 6月の「譲渡嫡男藤原、＇ぶ持

屋敷並所職私領事」に記されているように、衷殿・廊・惣門・中門・土屋・)既屋・

倉など 9つの建物を配した屋敷が五条に存在したことは事実である。

今回の調査では、一部の発掘にとどまったが、小規模な池泉を伴う建物跡が存

在していることを確認し、水走氏の屋敷跡であるという確認に終った。建物がど

ういうものであるか今後の調査に期する他ないが、少なくとも、中世前半頃の屋

瓦等の遺物の出土により、中世初期の屋敷跡の存在は考えられる。今回検出した遺

構は、中世後半も終りに近いころのものと見られ、これより古い時期の屋敷跡は

場所が異っているか、あるいは、新しく再建されたものか不明である。ただ、今

回確認した建物の礎石掘形は、焼土面を穿っている点を重視すれば、部分的にも

再建された可能性がある。 1絃測を加えると正平年間 (14世中頃）当地は南北両朝

の戦乱が展開された地域であり、同氏も戦乱に加わり、屋敷は焼失荒廃したこと

も考えられるからである。

さて、水走氏の五条の屋敷は代々相続されたことは明らかであるが、正平の戦

のおさまった頃である至徳元年 (1384)の「藤原忠夏譲与目録写」には、四条大

屋敷・同束殿屋敷が新たに見える。これは、束殿屋敷が加わっている点、五条屋

敷とは別に新たに登場した屋敷地であることは明らかで、他にも水速城など文献

に城棚らしい名も見えることなどから、南北朝時代を通して、同氏の屋•敷等にも

かなりの移動があったことを示すとともに他に屋敷がいくつか存在したことも十

分考えられる。

いずれにしても、水走氏の館跡が五条の地に存在したことが明らかになったこ

とは、今回の調在の大きい成果であり、今後この遺構の全面調査ないし逍構の保

存が大きい課題となって来た。
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I建物 跡(Bトレンチ

2池泉状遺構(Aトレンチ 南より）

3. 同上 (Aトレンチ北より）

4．方形落込(Aトレンチ東より）

5. 同上遺物出土状態


